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生年月日　1979年 6月山口県生まれ
最終学歴　2004年東京工業大学大学
　　　　　院人間環境システム専攻
　　　　　修士課程修了
業務経歴　2004年清水建設㈱入社
　　　　　設計本部 構造設計部 3部
　　　　　2007年　設計本部
　　　　　構造設計部 4部
　　　　　2010年　設計本部
　　　　　構造設計部 2部
　　　　　現在、関西事業本部
　　　　　構造設計部
●担当した主なプロジェクト
2004年　（仮称）新宿 7丁目計画
2005年　（仮称）芝浦アイランドA3
　　　　街区プロジェクト
2006年　（仮称） 新浦安計画
2007年　上野学園音楽ホール棟計画
2008年　 女子美術大学　杉並キャン

パス　新 3号館
2009年　伊豆べロドローム
2010年　東京スクエアガーデン
建設中　（仮称）清和梅田計画
建設中　（仮称）ホテルユニバーサル
　　　　グランドタワー計画
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大規模複合超高層オフィスビルの構造設計／東京スクエアガーデン

■建築設計概要
൐ނΑ·΀ͺ΄ȜΟϋ͉Ȃ൐ނസಎ؇ߊಎ
؇೒ͤ͂౫࿠ޘ೒͈ͤ࢐ओതͅպ౾̳ͥࠗ
ْ౷ͅໝତ͈౷ࡀ৪͂ΟαυΛΩȜ͈ވ൳
মު̦Ȃസঌठඅ༆౷͈ߊസঌْࠗࠨ೰ͬ
਋ْ̫̯̹͈̜ࠗͦ́ͥ͜ȃड̯͉ࣞࣞ࿩
236nȂ౷̥ͣٴ2ئ౷ષ6͈́͘ٴ೩௄໐
͉Ȃ઄̦ρϋΘθͅ୬ͤਹؚ͈̈́ͥેࠁષ
Ȃࣞ௄໐଼͉̱֚ࠁȷͬݚ͈ޘނȶاႂ
༏࿩79n͈ୃ༷͈ࠁ໹࿂ٸ́ેࠁਔ͉ͅ࿩
2/9n͈ఱ๝ͬႲ௽́෻౾̱Ȃ΄ρΑ಼͈ࣞ
௄͈ͼιȜΐ̥ͣၗ̹ͦ؈૬̞ນ࡛ͬ࿒ঐ
۷̞͂̈́̽̀ͥȃٸ̹̱

■構造計画概要
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■耐震安全性
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新しい制震装置を活用した超高層オフィスビルの構造設計/（仮称）清和梅田計画

■建築設計概要
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■耐震設計
ఛૼ୭͉ࠗ́Ȃ࠺ಃܖ੔༹͈τασ2Ȃτασ
3͂͂͜ͅȂτασ3಼̢ͬͥ౷ૼ̱͂̀Ȃఱ
िຸͬධཤͅ۹̩ષ಴౯
௄ఝ͈౷ૼ൲ͅచ̱̀ࢹ
௮հ஠଻͈࠿൦̹࣐ͬ̽ȃ

■併用基礎の設計
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マットスラブ

基礎梁

ラップルコンクリート 

場所打ち杭 

既存躯体

ハイブリッド型 
制震ユニット 

シアリンク型 
オイルダンパー 

ハイブリッド
制震ユニット

CFT柱

2,3 階 構造架構

CFT柱

耐震間柱
（H鋼柱）

基準階 構造架構

550N/mm2級 高張力鋼 

：回転慣性 
質量ダンパー 

：オイルダンパー

建物外観

京橋の丘

地下鉄駅前広場

22.0m

15
.8
m 

事務室

剛性・耐力バランス
に配慮して設置 

：アンボンドブレース 
  ダンパー 

高軸力下の柱に採用

：オイルダンパー

：高耐力 CFT

 

コの字形の無柱執務空間

エントランス
ロビー 

貫通通路吹抜け

2階床伏図
低層部は貫通通路、エントラス
ロビー等による多数の吹抜け
空間が配置される 

高層棟位置

階高の高い低層部
にシアリンク形状
で配置地震時のエ
ネルギー吸収を効
率良く行う 
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時刻歴応答解析結果

上町断層地震動応答スペクトル

パルスタイプ

告示スペクトル

フラットタイプ
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建物外観パース

回転慣性質量ダンパー構造架構形式

上町断層地震動に対する安全性の検討 3次元立体FEMモデルによる基礎の設計

基準階 事務室内観

実質量約600kg
の回転錘に対し
て2500tの質量
効果が得られる
ダンパーを採用
した。質量拡大
率は約4200倍

回転錘

ボールねじ

ボールナット
制震力

・ネジとナットで直動を回転に変換 
・ネジひと山でナットと錘は１回転 


